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1. 2020年9月期第2四半期の業績（2019年10月1日～2020年3月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年9月期第2四半期 679 △17.7 △229 ― △250 ― △452 ―

2019年9月期第2四半期 825 △11.3 △6 ― △10 ― △5 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年9月期第2四半期 △183.57 ―

2019年9月期第2四半期 △2.15 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年9月期第2四半期 1,993 245 12.3 99.83

2019年9月期 2,477 759 30.7 308.42

（参考）自己資本 2020年9月期第2四半期 245百万円 2019年9月期 759百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年9月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00

2020年9月期 ― 0.00

2020年9月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2020年 9月期の業績予想（2019年10月 1日～2020年 9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,460 △34.2 △392 ― △421 ― △573 ― △232.60

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年9月期2Q 2,513,800 株 2019年9月期 2,513,800 株

② 期末自己株式数 2020年9月期2Q 50,300 株 2019年9月期 50,300 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年9月期2Q 2,463,500 株 2019年9月期2Q 2,463,500 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因によって大きく異となる可能性があります。業績予想の前提となる条

件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、消費税増税後の家計支出が減少し景況感も悪化した中で、期の後

半からは新型コロナウイルス感染症の広がりから国内外の経済活動に急速に影響を及ぼしており、先行きを見通す

ことが難しい状況が続いております。

 当社の主要販売先である外食市場におきましては、消費税増税による消費者の節約志向に続き、新型コロナウイ

ルス感染症の広がりから、当社の顧客先である外食企業は、大変厳しい状況が続いております。

 このような環境のもと、当社は、創業時より一貫し、外食企業を中心とした顧客に対し、利益追求のための食材

ロス削減を実現する「飲食店経営管理システム（R）」、人件費の最適化や生産性を高めるための勤怠集計管理シ

ステム「Ｔimely」を主力に「食材費」・「人件費」の二大原価の透明化を掲げたシステムをASP／パッケージシス

テムで提供するとともに、業界に特化したPOSシステム、オーダーリングシステム、周辺サービス等を通してトー

タルソリューションシステムを提供しております。

 その結果、当第２四半期累計期間は、軽減税率対応によるシステム投資が終了したあと、新型コロナウイルスの

広がりからシステム投資を控えたことにより、売上高679,665千円（前年同四半期比17.7％減）、営業損失229,309

千円（前年同四半期は営業損失6,473千円）、経常損失250,784千円（前年同四半期は経常損失10,097千円）、四半

期純損失452,216千円（前年同四半期は四半期純損失5,301千円）と減収減益となりました。 

 

 セグメント別の経営成績は、以下のとおりであります。 

（ＡＳＰサービス事業） 

 当社は、顧客である外食企業に対し、ＡＳＰサービス事業を核としてＡＳＰ／パッケージシステム事業、システ

ム機器事業、周辺サービス事業を一体として提供しております。当事業におきましては、売上高は644,731千円

（前年同四半期比19.2％減）となり、セグメント損失は197,843千円（前年同四半期はセグメント利益354千円）と

なりました。

① ＡＳＰサービス事業

 当事業におきましては、月額サービスの新規計上及び既存顧客へのサービス拡大と、「飲食店経営管理シス

テム（R）」の販売を行った結果、当事業領域の月額サービスの新規計上及びシステム投資は例年通り、年末年

始の繁忙期のためのシステム投資控えである期間であるとともに軽減税率対応によるシステム投資が終了した

ことにより、売上高は509,995千円（前年同四半期比9.6％減）となりました。 

 なお、月額サービス料は、６ケ月累計で446,814千円（前年同四半期比7.3％減）となりました。

② システム機器事業 

 当事業におきましては、従来からのＰＯＳシステム、オーダーエントリーシステム及びテーブルオーダリン

グシステムについて、新規及び既存顧客の出店対応及びリプレイスなどを行った結果、売上高は95,335千円

（前年同四半期比38.6％減）となりました。

③ 周辺サービス事業 

 当事業におきましては、提携先製品の販売、機器修理などのインテグレーション、サプライ製品などの販売

を行った結果、機器の販売からソフトウェア製品販売にシフトしたことにより、売上高は39,400千円（前年同

四半期比49.9％減）となりました。

 

（ホテル関連事業） 

 当社は、ナチュラルグリーンパークホテルの管理運営を行っております。当事業におきましては、売上高は

34,934千円（前年同四半期比25.9％増）となり、セグメント損失は31,465千円（前年同四半期はセグメント損失

6,827千円）となりました。
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（２）財政状態の状況 

 ①財政状態の状況 

 当第２四半期会計期間末における総資産は、1,993,954千円となり、前事業年度末に比べ483,327千円減少いたし

ました。これは主に、現金及び預金282,479千円、売掛金135,799千円、繰延税金資産82,511千円などの減少があっ

た一方で、未収入金30,404千円、ソフトウエア16,812千円の増加などによるものであります。

 負債合計は1,748,024千円となり、前事業年度末に比べ30,523千円増加いたしました。これは主に未払法人税等

146,115千円、長期借入金64,170千円、買掛金44,650千円などの減少があった一方で、短期借入金200,000千円、社

債108,500千円、１年内償還予定の社債31,500千円の増加などによるものであります。

 純資産は245,929千円となり、前事業年度末に比べ513,850千円減少いたしました。これは、四半期純損失

452,216千円及び支払配当金61,587千円の計上に伴う利益剰余金513,804千円の減少などによるものであります。

 

 ②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動、投資活動及び財務

活動により、前事業年度末に比べ282,479千円減少し、当第２四半期会計期間末には136,209千円となりました。

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間において営業活動の結果使用した資金は、380,986千円（前年同四半期は得られた資金

10,988千円）となりました。これは主に、売上債権の減少による135,799千円などの資金の増加の一方で、税引前

四半期純損失366,725千円の計上などによる資金の減少によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は、100,627千円（前年同四半期は使用した資金

55,566千円）となりました。これは主に無形固定資産の取得による支出72,389千円及び有形固定資産の取得による

支出36,761千円などによる資金の減少であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間において財務活動の結果得られた資金は、199,134千円（前年同四半期は得られた資金

68,073千円）となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出64,170千円及び配当金の支払いによる支出

60,985千円などによる資金の減少の一方で、短期借入れによる収入200,000千円及び社債の発行による収入145,861

千円などによる資金の増加によるものであります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当社は、当第２四半期累計期間の経営成績及び事業環境等を踏まえ、2020年５月８日に公表の「2020年９月期第

２四半期の決算短信および四半期報告書の開示日程延期、業績予想及び配当予想の修正等について」において2020

年９月期通期の業績予想を未定とさせていただいておりましたが、2020年６月25日に公表しました「業績予想の修

正、中期経営計画の変更及び配当予想の修正及び役員報酬等の減額に関するお知らせ」で当期通期の業績予想につ

いて修正しております。

 当第２四半期累計期間においては、当社の主要販売先である外食市場におきまして、消費税増税、人材不足など

で人件費の高騰が続いている中、2020年２月頃より急速に新型コロナウィルスの感染が世界中に広がり、甚大な影

響を及ぼしております。 

 このような環境の中、当社は計画通り、上期に受注効果がもっとも高い自社主催による「新製品発表会」を全国

で開催し、前期同時期を大きく上回る「自動発注システム」見込み顧客を獲得し順調に推移する予定でありました

が、新型コロナウィルスが直撃しシステム導入時期が延期したことにより、業績に甚大な影響を及ぼしました。同

じくエネルギーコスト削減事業におきましても、新型コロナウィルスが収束した後の設置となり、営業活動に影響

を受けております。 

 外食産業の人手不足は継続しており、技術特許を取得している当社の主力製品「飲食店経営管理システム(R)」

拡張システムである「自動発注システム」を中心に、セルフレジ(当社製品名「セルフショット」)、配膳ＡＩロボ

ット(当社製品名「サービスショット」)は、新型コロナウィルスが収束し次第、引き続き順調に推移するものと見

ておりますが、当面当社の主要ユーザーが新型コロナウィルスの影響を受けておりますため、2020年９月期通期に

関しては、2020年６月25日に公表しました「業績予想の修正、中期経営計画の変更及び配当予想の修正及び役員報

酬等の減額に関するお知らせ」で修正いたしました。また、同日に「中期経営計画（変更）の提出について」を公

表しておりますので、併せてご参照ください。 

 

 なお、業績予想は現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々な要因によって

予想数値と異なる場合があります。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2019年９月30日) 
当第２四半期会計期間 
(2020年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 448,689 166,209 

売掛金 198,927 63,128 

商品 352,088 351,884 

貯蔵品 25,599 40,104 

前渡金 52,402 47,123 

前払費用 19,100 18,499 

短期貸付金 73,440 64,800 

未収入金 41,575 71,979 

その他 1,079 499 

貸倒引当金 △43,369 △51,878 

流動資産合計 1,169,533 772,351 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 363,829 358,672 

構築物（純額） 15,365 14,590 

工具、器具及び備品（純額） 136,858 142,694 

土地 130,838 130,838 

リース資産（純額） 69,569 62,815 

建設仮勘定 845 395 

有形固定資産合計 717,305 710,005 

無形固定資産    

ソフトウエア 211,682 228,495 

ソフトウエア仮勘定 94,187 77,445 

電話加入権 2,445 2,445 

特許権 486 439 

無形固定資産合計 308,801 308,826 

投資その他の資産    

関係会社株式 10,200 10,200 

出資金 10 10 

長期前払費用 138,672 140,924 

敷金及び保証金 27,573 22,438 

繰延税金資産 82,511 - 

長期未収入金 79,427 79,427 

その他 20,325 23,259 

貸倒引当金 △79,787 △79,787 

投資その他の資産合計 278,933 196,471 

固定資産合計 1,305,040 1,215,303 

繰延資産    

社債発行費 2,708 6,299 

繰延資産合計 2,708 6,299 

資産合計 2,477,282 1,993,954 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2019年９月30日) 
当第２四半期会計期間 
(2020年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 77,519 32,869 

短期借入金 520,000 720,000 

1年内償還予定の社債 20,000 51,500 

1年内返済予定の長期借入金 128,341 128,341 

リース債務 22,644 26,352 

未払金 79,671 112,646 

未払費用 15,878 8,999 

未払法人税等 151,422 5,307 

預り金 13,916 17,918 

前受金 152,236 152,048 

賞与引当金 43,299 － 

未払消費税等 38,981 － 

その他 － 2,160 

流動負債合計 1,263,911 1,258,143 

固定負債    

社債 70,000 178,500 

長期借入金 292,065 227,894 

リース債務 52,805 53,604 

退職給付引当金 28,596 29,882 

その他 10,122 - 

固定負債合計 453,589 489,881 

負債合計 1,717,501 1,748,024 

純資産の部    

株主資本    

資本金 537,862 537,862 

資本剰余金 327,723 327,723 

利益剰余金 △67,996 △581,800 

自己株式 △37,840 △37,840 

株主資本合計 759,748 245,944 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 31 △14 

評価・換算差額等合計 31 △14 

純資産合計 759,780 245,929 

負債純資産合計 2,477,282 1,993,954 

 

- 5 -

株式会社アルファクス・フード・システム（3814）　2020年９月期第２四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）



（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 2018年10月１日 
 至 2019年３月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 2019年10月１日 

 至 2020年３月31日) 

売上高 825,821 679,665 

売上原価 456,184 526,356 

売上総利益 369,636 153,308 

販売費及び一般管理費 376,110 382,618 

営業損失（△） △6,473 △229,309 

営業外収益    

受取利息 5 9 

受取保険金 1,670 － 

助成金収入 900 － 

その他 385 111 

営業外収益合計 2,961 120 

営業外費用    

支払利息 5,296 4,889 

支払保証料 50 281 

支払補償費 － 7,127 

支払手数料 1,237 648 

貸倒引当金繰入額 - 8,100 

その他 1 548 

営業外費用合計 6,585 21,595 

経常損失（△） △10,097 △250,784 

特別損失    

特別調査費用 － 115,940 

特別損失合計 － 115,940 

税引前四半期純損失（△） △10,097 △366,725 

法人税、住民税及び事業税 4,105 2,959 

法人税等調整額 △8,900 82,531 

法人税等合計 △4,795 85,491 

四半期純損失（△） △5,301 △452,216 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 2018年10月１日 
 至 2019年３月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 2019年10月１日 

 至 2020年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純損失（△） △10,097 △366,725 

減価償却費 74,825 86,843 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △205 8,508 

賞与引当金の増減額（△は減少） △7,346 △43,299 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,251 1,285 

受取利息及び受取配当金 △5 △9 

支払利息 5,296 4,889 

支払手数料 1,237 648 

特別調査費用 - 115,940 

売上債権の増減額（△は増加） 39,773 135,799 

たな卸資産の増減額（△は増加） △32,483 △14,301 

仕入債務の増減額（△は減少） 46,333 △44,650 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △38,940 970 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △60,018 △77,009 

その他 1,326 △9,358 

小計 17,443 △200,468 

利息及び配当金の受取額 5 9 

利息の支払額 △5,296 △5,076 

特別調査費用の支払額 - △35,633 

法人税等の支払額 △1,164 △139,817 

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,988 △380,986 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △30,879 △36,761 

無形固定資産の取得による支出 △23,452 △72,389 

定期預金の預入による支出 △3,000 △3,000 

その他 1,766 11,523 

投資活動によるキャッシュ・フロー △55,566 △100,627 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 70,000 200,000 

長期借入金の返済による支出 △64,170 △64,170 

リース債務の返済による支出 △8,626 △11,570 

社債の発行による収入 96,990 145,861 

社債の償還による支出 － △10,000 

自己株式の取得による支出 △98 － 

配当金の支払額 △24,539 △60,985 

その他 △1,481 － 

財務活動によるキャッシュ・フロー 68,073 199,134 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 23,495 △282,479 

現金及び現金同等物の期首残高 143,971 418,689 

現金及び現金同等物の四半期末残高 167,467 136,209 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当第２四半期累計期間において、四半期純損失452,216千円を計上し、また、支払配当金61,587千円を計上した

ため、利益剰余金が前事業年度末に比べ513,804千円減少しております。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 2018年10月１日 至 2019年３月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期財務諸表
計上額(注)   ＡＳＰサービス事業 ホテル関連事業 合計 

売上高          

外部顧客への売上高 798,077 27,744 825,821 － 825,821 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
－ 22,967 22,967 △22,967 － 

計 798,077 50,711 848,788 △22,967 825,821 

セグメント利益又は損失

（△） 
354 △6,827 △6,473 － △6,473 

（注）セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。 

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 2019年10月１日 至 2020年３月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期財務諸表
計上額(注)   ＡＳＰサービス事業 ホテル関連事業 合計 

売上高          

外部顧客への売上高 644,731 34,934 679,665 － 679,665 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
－ 9,244 9,244 △9,244 － 

計 644,731 44,178 688,910 △9,244 679,665 

セグメント損失（△） △197,843 △31,465 △229,309 － △229,309 

（注）セグメント損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。 
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